








2017 年度中に、全国 210 か所の児童相談所が児童虐待相談として対応した件数は 133,778 件（速
報値）で、対前年度比 109.1％であった。1990 年に統計をとりはじめてから、毎年「過去最多」を更
新している。こうした虐待のほかにも、親の精神疾患等の様々な事情によって実親のもとで育つこ
















1　社会保障審議会の新たな検討会（新たな子ども家庭福祉のあり方に関する専門委員会2015 年 9 月～

































































本節では、昨今の家庭養護推進をめぐる近年社会的養護の動向について、後述の 3 節 4 節に必要
な範囲でごく簡単に施策動向と現状の要点を確認しておく 8。家庭養護推進施策と要保護児童の動向（2
－ 1）、小規模住居型児童養育事業（ファミリーホーム）の概要（2 － 2）とで成る。
2 － 1．施策と要保護児童の動向
2011 年 7 月の社会保障審議会児童部会社会的養護専門委員会策定「社会的養護の課題と将来像」
では、里親や FH の優先、施設養護でも小規模化を進めできる限り家庭的な環境で養育する方針を

















里親と FH への委託児童数は要保護児童全体の約 19%9 で微増である。過去 10 年で、里親等委託児童







養護施設入所児童等調査結果」2015,調査は 2013 年 2 月時点のもの）。過年度の児童養護施設入所児
童等調査結果と比較しても、虐待や父母の精神疾患が養護問題発生理由となる割合が増加している。
また、障害等のある子どもも増加しており、同調査（2015）からは児童養護施設においては 28.5％、





相応の措置費を交付できる制度としたもの」（厚生労働省 2012）である。社会的養護のなかの FH の
位置づけは、図表 1 を参照されたい。里親、（図表 1 にはないが）養子縁組とならんで、家庭養護の
一翼を担うものと位置付けられている。いっぽう、乳児院や児童養護施設などが施設養護である。
施設養護でも、グループホームや本園でも小規模グループケアは家庭的養護という 11。2018 年 3 月時
点のホーム数は 347 か所、委託児童数 1434 人であり、前年度末の 313 か所、1356 人と比べ、1 年で
34 ホーム、委託児童数は 77 人増加している。毎年約 30 ホーム程度の増加傾向が近年続いている。





また FH には、設置主体や FH になるときの要件によって複数の類型がある。個人立か法人立か
の形態があるほか、養育者は里親経験者、児童養護施設等での一定の養育経験が必要となっている。
形態としては、「養育者 2 名（配偶者）＋補助者 1 名」、または「養育者 1 名＋補助者 2 名」を基本
とし、養育者はファミリーホームに生活の本拠を置く。実際には補助者の人数は 3 人以上の場合も
9　分子に里親委託児・FH 委託児、分母に里親委託児と FH 委託児のほか乳児院・児童養護施設・児童自
立支援施設で暮らす子どもを含んだ数値である。母子生活支援施設など含めるかどうかといったように、
何を分母に含めるかによって異なってくる。



























出典：厚生労働省子ども家庭局家庭福祉課「社会的養育の推進に向けて」2019 年 1 月
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結果よりも、子どもに被虐待経験があるとこたえた割合は 46.8% と多い調査もある（平成 27 年度日








調査時期：2017 年 7 月から 2018 年 8 月（継続中）
調査協力者：全国の FH21 ケース 29 名 14（養育者夫婦や複数の養育者同席、1 ケースは調査時点里親
13　厚生労働省による FH 設置促進や養育の質向上のための事例集「ファミリーホーム事例集」（2014 年 3 月、
ファミリーホームの設置運営の促進ワーキンググループ）のほか、ファミリーホームの実態を調査し基
礎資料とした「平成２５年度ファミリーホーム実態調査集計結果」（ファミリーホームの設置運営の促























育経験者が FH 開設後に里親登録したケース 15 はここでは「施設」とした。ほか、FH 開設準備中が
15　社会的養育ビジョンでは、ファミリーホームを家庭養育とするため、養育者を里親登録者に限定すると
した。調査時点ではまだ過渡期であり、里親登録していない養育者もいた。
年齢 性別 既婚・未婚 開設年数 要件 類型 現在委託人数
1（夫） 50代 男
1（妻） 50代 女
2 2 60代 女 既婚 ～3年 施設・里親 個人・夫婦 3～4人
3 3 60代 女 既婚 里親 個人・夫婦 5人以上
4 4 60代 女 既婚 ４～6年 里親 個人・夫婦 5人以上
5 5 40代 女 既婚 7年～ 里親 個人・夫婦 5人以上





9 9 50代 女 既婚 7年～ 施設・里親 個人・夫婦 5人以上
10（a） 20代 女 既婚







14 14 20代 女 未婚 ～3年 施設 法人・夫婦以外 5人以上
15 15 50代 女 未婚 施設・里親 法人・夫婦以外 5人以上
16（a） 50代 男 既婚
16（b） 50代 女 既婚
17 17 40代 男 未婚 ～3年 施設 個人・夫婦以外 3～4人
18 18 40代 男 既婚 4～6年 施設 個人・夫婦 3～4人
19 19 60代 男 既婚 ～3年 施設 法人・夫婦以外 5人以上
20 20 60代 男 既婚 4～6年 施設 法人・夫婦以外 5人以上
21 21 30代 男 既婚 準備中 施設・里親 法人・夫婦以外 2人以下
ファミリーホームの概要調査協力者の属性






11 既婚 7年～ 施設 法人・夫婦








































していく。「開設動機と自己意識」（4 － 1）を確認した後、「『家庭』の意味」（4 － 2）、「福祉事業的
側面の解釈」（4 －3）、「個人時間とホーム時間」（4 － 4）、「介入と支援、『子どもの権利』の論理」（4 － 5）
とみていく。
4 － 1．開設動機と自己意識
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ファミリーホームの設置運営の促進ワーキンググループ，「平成 25 年度ファミリーホーム実態調査集計結果」
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11900000-Koyoukintoujidoukateikyoku/0000074597.
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